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01 うきは市の概要

位 置

2

福岡県の南東部で西は久留米市、東は大分

県日田市に隣接。福岡市から車で1時間

人 口 27,153人（令和7年4月末現在）

面 積 約117.46㎢

概 要 北に「筑後川」、南に「耳納連山」を有し、

面積の約7割が森林・耕地の自然豊かな地

域。1年中、フルーツが収穫でき、市の中

心部に「伝統的建造物群保存地区」がある

自然と歴史文化が調和するまち。



01 うきは市の概要
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つづら棚田

浮羽稲荷神社

「筑後吉井」伝統的建造物群保存地区



02 3D都市モデルの整備状況

2022年度
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「うきは市全域」

117.46㎢をLOD1（建築物）で整備

＜ 整備範囲 ＞

（都市計画基礎調査、基本図修正、航空写真測量も実施）

2023年度 「伝統的建造物群保存地区・町並み保存地区」

約1,800棟・2.44㎢をLOD2（建築物）で整備

2024年度 「主要幹線道路沿道（整備モデル地区）」

約80棟・1.00㎢をLOD2・3（建築物・都市設備）で整備



02 3D都市モデルの整備状況
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2022年度 LOD1

2023年度 LOD2

2024年度 LOD2・3



03 3D都市モデルの活用

2022年度 洪水浸水想定・土砂災害警戒区域等の災害リスクの可視化
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03 3D都市モデルの活用

2022年度 土地利用現況の可視化
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03 3D都市モデルの活用

2023年度 市街地形成の可視化

8

＜平成21年＞

＜平成29年＞

＜令和4年＞

農地転用や開発行為などの

情報を付与



03 3D都市モデルの活用

2023年度 市街地形成の可視化
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農地転用では、転用年や転用用途
などの情報を付与

宅地化率の情報を付与

例）H21年 57.1％

H29年 58.8％

R  4年 60.6％



03 3D都市モデルの活用

2023年度 伝統的建造物群保存地区情報の可視化

伝統的建造物群保存地区（LOD2）

伝建情報を付与

例）建築期 明治26年

改修回数 1回

保存番号 147
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03 3D都市モデルの活用

2024年度 5地域情報の可視化（都市計画区域・用途地域の検討）
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5地域（都市地域、農業地域、森林地域、自然公園地域、自然保全地域）



03 3D都市モデルの活用

2024年度 都市計画マスタープランの検討

うきは市都市計画
マスタープラン
検討資料
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03 3D都市モデルの活用

2024年度 都市計画マスタープランの検討
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03 3D都市モデルの活用

2024年度 屋外広告物等の可視化
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広告塔



03 3D都市モデルの活用

2022年度～ オープンデータ化

◆3Dマップ◆

15

◆2Dマップ◆

検索 うきはしマップ
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